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バ
ル
ク
リ
シ
ュ
ナ
・
ゴ
ー
ヴ
ィ
ン
ド
・
ゴ
ー
カ
レ
ー
は
、
論

文
「
初
期
仏
教
の
国
家
論
」
の
中
で
、
仏
教
の
王
権
論
に
見
ら
れ

る
三
つ
の
段
階
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
最
初
の
段
階
は
、『
長

阿
含
経
』
の
中
の
マ
ハ
ー
サ
ン
マ
タ
（
民
主
）
の
説
話
に
（
１
）

示
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
国
家
が
社
会
契
約
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
い

う
理
念
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
段
階
は
、
全
世
界

を
治
め
る
最
高
の
王
「
転
輪
聖
王
」
の
あ
り
方
を
提
示
す
る
。
最

後
に
、
第
三
段
階
で
は
、
国
家
が
法
を
実
現
す
る
倫
理
的
手
段

と
な
る
と
い
う
宗
教
国
家
の
理
念
が
発
展
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
、
全
て
の
衆
生
を
救
う
と
い
う
菩
薩
の
す
が
た
が
前
面
に

日
蓮
の
宗
教
政
治
思
想

―
仏
教
的
王
権
論
の
中
で
の
位
置
づ
け

―

Ｓ
・
Ｈ
・
シ
ョ
マ
ク
マ
ド
フ

前
川
健
一
　
訳

現
れ
る
。

（
２
）

こ
の
よ
う
な
三
段
階
、
す
な
わ
ち
、
最
初
の
王
で
あ
る
マ
ハ

ー
サ
ン
マ
タ
に
つ
い
て
の
仏
教
説
話
、
転
輪
王
に
示
さ
れ
る
仏

教
的
王
権
論
、
仏
教
的
宗
教
国
家
論
の
三
つ
は
、
国
家
機
構
に

関
す
る
別
個
の
理
念
で
は
な
く
、
仏
教
を
国
家
宗
教
と
し
て
合

法
化
す
る
過
程
に
お
け
る
幾
つ
か
の
局
面
で
あ
る
。

仏
教
に
と
っ
て
最
も
都
合
の
よ
い
チ
ベ
ッ
ト
の
宗
教
国
家
モ

デ
ル
は
、
我
々
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ

と
に
、
我
々
（
た
と
え
ば
、
西
洋
の
東
洋
学
者
）
に
と
っ
て
、
日
本

に
お
け
る
宗
教
国
家
思
想
は
わ
ず
か
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
。



そ
れ
は
、
最
澄
（
天
台
宗
）
と
日
蓮
（
日
蓮
宗
）
の
も
の
で
あ
る
。

八
世
紀
の
終
わ
り
、
日
本
で
は
新
し
い
都
・
平
安
京
（
現
在
の

京
都
）
が
誕
生
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
日
本
中
世
史
に
お
け
る
新

し
い
時
代

―
平
安
時
代
の
到
来
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
九

世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
て
仏
教
は
日
本
に
お
け
る
公
的
思
想

の
発
展
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
二
つ
の
新
宗
派

―
天
台
宗

と
真
言
宗

―
が
平
安
時
代
の
文
化
的
特
性
を
生
み
出
し
た
。

日
本
天
台
宗
の
教
理
的
基
礎
は
中
国
天
台
宗
の
教
義
で
あ
る
。

中
国
天
台
宗
は
六
世
紀
前
半
に
創
始
さ
れ
た
。
そ
の
実
質
上
の

開
祖
は
智

（
五
三
八
〜
五
九
七
）
で
あ
る
。
智

の
主
張
に
よ

れ
ば
、『
妙
法
蓮
華
経
』（
法
華
経
）
は
仏
教
思
想
の
聖
な
る
真
理

を
体
現
し
た
「
聖
典
」
で
あ
る
。
天
台
宗
の
法
華
経
解
釈
の
特

徴
は
、
そ
の
題
名
を
神
聖
視
し
た
点
に
あ
る
。

「
妙
」
と
は
、「
素
晴
ら
し
い
」
と
か
「
聖
な
る
」
と
い
っ
た

意
味
で
あ
る
が
、
智

は
「
相
待
妙
」「
絶
待
妙
」
と
い
う
二
つ

の
妙
に
区
別
す
る
。
法
華
経
に
説
か
れ
る
仏
法
は
、
全
て
の
仏

教
経
典
の
中
で
相
対
的
に
素
晴
ら
し
い
も
の
（
相
待
妙
）
で
あ
る

一
方
、
涅
槃
に
導
く
絶
対
的
に
素
晴
ら
し
い
も
の
（
絶
待
妙
）
で

も
あ
る
。

「
法
」
は
、
広
義
に
は
、
仏
の
教
え
で
あ
る
が
、
狭
義
で
は
、

法
華
経
に
体
現
さ
れ
た
教
え
で
あ
る
。
そ
れ
は
同
時
に
天
台
宗

の
教
理
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

「
蓮
華
」
は
、
仏
の
完
全
な
る
教
え
を
象
徴
す
る
。

「
経
」
と
は
、
仏
の
全
て
の
説
法
で
あ
り
、
全
て
の
仏
教
的

価
値
で
あ
り
、
全
て
の
仏
教
思
想
で
あ
る
。
他
の
経
典
に
述
べ

ら
れ
た
真
理
は
全
て
法
華
経
に
含
ま
れ
る
と
い
う
の
が
、
智

の
信
念
で
あ
っ
た
。

八
世
紀
前
半
に
、
法
華
経
は
天
皇
に
よ
っ
て
「
護
国
経
典
」

の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
事
実
が
意
味
す
る
の
は
、

法
華
経
の
占
め
る
特
権
的
な
地
位
が
認
識
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

日
本
天
台
宗
の
開
祖
は
最
澄
（
七
六
七
〜
八
二
二
、
伝
教
大
師
）

で
あ
る
。
最
澄
に
よ
れ
ば
、
仏
教
的
宗
教
国
家
思
想
に
合
致
し

た
国
家
が
「
鎮
護
国
家
」
と
呼
ば
れ
る
。
最
澄
自
身
の
用
い
た

表
現
で
は
「
守
護
国
家
」
で
あ
る
。

（
３
）

菩
薩
の
「
十
八
不
共
法
」（
菩
薩
の
み
が
有
す
る
十
八
の
特
徴
）

に
よ
れ
ば
、
菩
薩
は
即
位
式
の
折
に
帝
王
の
頭
に
水
を
ふ
り
か

け
る
（
灌
頂
す
る
）

（
４
）
。
そ
れ
故
、
菩
薩
の
実
践
が
向
か
う
対
象
に
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帝
王
（
全
国
土
と
同
一
視
さ
れ
る
）
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
極
め
て
自

然
に
見
え
る
。
菩
薩
を
天
台
宗
の
僧

―
最
澄
は
「
国
宝
」
と

呼
ん
だ
（
５
）

―
と
同
一
視
す
る
こ
と
で
、「
大
日
本
国
」
を
救
済
す

る
「
菩
薩
僧
」
（
６
）
の
権
利
が
示
さ
れ
る
。

「
国
宝
」
の
働
き
は
、
宗
教
制
度
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
る
。

そ
れ
は
、
僧
侶
の
組
織
と
天
台
宗
の
中
心
で
あ
る
延
暦
寺
に
服

属
す
る
寺
院
と
か
ら
成
る
。
最
澄
は
、「
菩
薩
僧
」
と
世
俗
の
権

威
と
の
相
互
作
用
に
適
切
な
規
定
を
与
え
て
い
る
。
彼
は
、
天

皇
へ
の
上
書
の
中
で
、
天
台
宗
の
僧
侶
を
後
見
す
る
俗
人
（「
俗

別
当
」）
を
任
命
す
る
必
要
を
強
調
し
て
い
る
。

（
７
）

天
台
宗
僧
侶
集
団
の
活
動
に
対
す
る
俗
権
に
よ
る
統
制
を
構

想
し
た
時
、
最
澄
は
俗
別
当
が
僧
侶
の
操
り
人
形
と
化
し
て
し

ま
う
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
最
澄
の
死
後
十
年

ほ
ど
も
経
つ
と
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

権
威
を
世
俗
的
権
威
と
精
神
的
権
威
と
に
分
け
る
最
澄
の
思

想
に
は
、
宗
教
的
権
威
と
政
治
的
権
威
を
対
置
し
、
前
者
を
完

全
な
も
の
、
後
者
を
不
完
全
な
も
の
と
す
る
意
図
が
見
て
と
れ

る
。
そ
れ
故
、
個
人
（
皇
帝
）
お
よ
び
国
土
・
国
家
全
体
の
救
済

は
、
天
台
宗
の
「
菩
薩
僧
」
の
使
命
で
あ
り
、
彼
ら
の
み
が
な

し
う
る
こ
と
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
最
澄
が
展
開
し
た
天
台
宗
の
活
動
の
構
想
と
普
遍

的
救
済
に
つ
い
て
の
思
想
は
「
普
遍
教
会
」（U

niversal
C

hurch

（
８
）
）

の
思
想
に
他
な
ら
な
い
。
天
台
教
学
の
「
普
遍
的
」
性
格
は
、

天
台
宗
に
よ
る
統
合
作
用
を
強
め
る
も
の
で
あ
る
。

日
蓮
宗
は
、
い
わ
ゆ
る
「
鎌
倉
新
仏
教
」
の
三
つ
の
潮
流
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
る
（
他
の
二
つ
は
浄
土
宗
と
禅
宗
）。
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
的
に
は
、
武
士
階
層
（
侍
）
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

こ
の
宗
派
の
開
祖
で
あ
る
日
蓮
は
、
お
そ
ら
く
仏
教
史
の
中

で
最
も
カ
リ
ス
マ
的
な
人
物
で
あ
る
。
彼
の
生
涯
は
、
彼
が
生

き
た
時
代
同
様
、
激
し
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
彼
が
と
り
わ
け
容
赦
な
く
批
判
し
た
の
は
浄
土
宗
と

禅
宗
で
あ
っ
た
。

日
蓮
は
一
二
二
二
年
に
安
房
国
東
条
郷
小
湊
と
い
う
小
さ
な

村
に
生
ま
れ
た
。
彼
が
生
ま
れ
た
月
日
は
分
か
ら
な
い
が
、
伝

統
的
に
二
月
十
六
日
と
さ
れ
て
い
る
。
（
９
）

彼
の
父
は
「
権
守
」
す

な
わ
ち
領
主
の
代
官
で
あ
っ
た
。

（
10
）

鎌
倉
初
期
に
は
、
こ
う
し
た

役
人
は
海
辺
の
村
で
は
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

日
蓮
は
繰
り
返
し
彼
自
身
を
「
海
辺
の
旃
陀
羅
が
子
」
（
11
）
と
述
べ
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て
い
る
。
旃
陀
羅
（
チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
）
は
、
イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト

制
で
最
も
下
賤
と
さ
れ
る
不
可
触
賤
民
で
、
異
民
族
と
の
混
血

に
よ
っ
て
生
じ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
日
蓮
は
自
分

の
出
自
が
最
下
層
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
こ
に
は
も
う
一
つ
の
側
面
が
あ
る
。
旃
陀
羅
と
は
、
厳
密
に

言
え
ば
、
シ
ュ
ー
ド
ラ
（
奴
隷
）
階
級
の
父
と
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ

（
祭
祀
者
）
階
級
の
母
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
。
こ
の
意

味
か
ら
す
る
と
、
日
蓮
が
伝
え
た
か
っ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
、

彼
の
父
は
庶
民
で
あ
っ
た
が
、
母
は
貴
族
の
血
を
引
く
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
（
12
）
。

後
に
な
る
と
、
日
蓮
は
彼
の
出
生
地
の
独
自
性
を
強
調
す
る

よ
う
に
な
る
。
安
房
の
地
は
天
照
太
神
が
初
め
て
住
し
た
地
で

あ
る
。
そ
れ
故
、
日
蓮
は
彼
自
身
に
神
道
の
主
要
神
で
あ
る
天

照
太
神
の
庇
護
の
あ
る
こ
と
を
熱
望
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら

に
彼
の
み
が
日
本
の
救
済
者
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
日
蓮

―
太
陽
と
蓮
華

―
と
い
う
名
前
そ
の
も
の
が
、
彼
の
生
誕

地
と
天
照
太
神
（
太
陽
の
神
）
と
の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
の
で
あ

る
。し

か
し
、
同
様
の
方
向
性
は
、
日
蓮
に
お
い
て
神
と
仏
と
の

「
統
合
」
が
求
め
ら
れ
、
仏
教
の
諸
尊
と
神
道
の
神
々
と
か
ら
同

時
に
庇
護
を
得
よ
う
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
言
え
る
で
あ
ろ

う
。
日
蓮
の
こ
の
決
断
は
成
功
し
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
場
合
、
日
蓮
は
仏
教
徒
と
と
も
に
伝
統
的

宗
教
の
支
持
者
か
ら
も
後
援
を
得
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

日
蓮
宗
は
同
時
代
の
他
の
宗
派
と
同
様
、
僧
侶
と
在
家
と
か

ら
成
っ
て
い
た
。
日
蓮
は
、
僧
侶
と
在
家
と
を
と
も
に
「
門
下
」

と
呼
び
、
両
者
を
差
別
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
蓮
が
新
し

い
信
者
を
獲
得
す
る
基
本
的
な
方
法
は
折
伏
で
あ
っ
た
。「
折
」

と
は
、
無
知
（
無
明
）
に
と
ら
わ
れ
た
人
々
の
誤
り
を
破
る
こ
と

で
あ
る
。「
伏
」
と
は
、
悪
人
や
悪
い
教
え
を
滅
ぼ
す
こ
と
で
あ

る
。
折
伏
は
摂
受
と
対
置
さ
れ
る
。
摂
授
は
共
感
（
慈
悲
）
に
も

と
づ
く
救
済
で
、
こ
の
意
味
で
は
、
よ
り
仏
教
的
な
方
法
で
あ

る
。他

の
仏
教
指
導
者
た
ち
と
異
な
り
、
日
蓮
は
折
伏
に
力
点
を

置
い
た
。
そ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
、
仏
教
の
中
で
他
の
教
え
に

対
す
る
厳
し
い
批
判
を
正
当
化
し
、
自
己
の
見
解
を
絶
対
化
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
蓮
は
、
浄
土
宗
を
は
じ
め
と
す
る
同
時

代
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
宗
派
に
対
す
る
断
乎
と
し
た
禁
圧
を
要
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求
し
た
。
と
い
う
の
も
、
日
蓮
の
考
え
で
は
、
そ
れ
ら
の
教
え

に
し
た
が
う
こ
と
は
日
本
に
不
幸
を
招
く
か
ら
で
あ
る
。

最
澄
同
様
、
日
蓮
も
法
華
経
を
仏
教
の
中
心
経
典
と
考
え
た
。

中
国
・
日
本
の
天
台
宗
お
よ
び
日
蓮
宗
に
お
い
て
、
法
華
経
を

二
つ
の
部
分
に
分
け
る
こ
と
は
共
通
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
教
理

で
あ
る
。
前
半
の
十
四
章
は
「
迹
門
」
で
あ
り
、
後
半
の
第
十

五
章
か
ら
第
二
十
八
章
ま
で
は
「
本
門
」
と
呼
ば
れ
る
。

「
迹
門
」
に
お
い
て
は
、
二
つ
の
重
要
な
教
え
が
述
べ
ら
れ

る
。
全
て
の
衆
生
の
成
仏
の
可
能
性
と
、
成
仏
の
た
め
の
様
々

な
方
法
の
存
在
と
で
あ
る
。
法
華
経
の
第
二
章
は
「
方
便
品
」

で
あ
る
が
、
こ
の
「
方
便
（
ウ
パ
ー
ヤ
カ
ウ
シ
ャ
リ
ヤ
）
」
と
は

「
巧
み
な
手
だ
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

こ
の
章
で
は
、「
三
乗
」（
三
つ
の
乗
り
物
）
に
つ
い
て
語
ら
れ

る
。
こ
の
う
ち
、
声
聞
乗
と
独
覚
乗
は
小
乗
仏
教
の
支
持
者
で

あ
り
、
菩
薩
乗
が
大
乗
仏
教
の
理
想
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
華

経
の
中
で
釈
尊
は
、
真
実
に
は
一
仏
乗
し
か
存
在
し
な
い
と
説

く
の
で
あ
る
。

「
方
便
」
と
い
う
考
え
方
か
ら
す
る
と
、
法
華
経
に
示
さ
れ

る
真
理
は
、
そ
れ
を
聴
く
者
の
理
解
力
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
説

か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
真
理
は
理
解
さ
れ

ず
拒
否
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

智

と
中
日
両
国
の
天
台
宗
は
第
一
義
的
に
は
「
迹
門
」
を

指
針
と
し
て
お
り
、「
本
門
」
を
特
別
扱
い
し
て
は
い
な
い
。
日

蓮
の
独
自
性
は
「
本
門
」
を
強
調
す
る
点
に
示
さ
れ
て
い
る
。

「
本
門
」
で
は
、
仏
の
「
永
遠
の
い
の
ち
」
と
「
地
涌
の
菩
薩
」

と
に
つ
い
て
の
教
え
が
最
高
の
価
値
を
持
つ
。
釈
尊
に
よ
れ
ば
、

「
地
涌
の
菩
薩
」
こ
そ
が
法
華
経
を
守
護
し
弘
め
る
の
で
あ
る
。

『
治
病
大
小
権
実
違
目
』
の
中
で
、
日
蓮
は
天
台
思
想
の
中

に
「
理
」
と
「
事
」
と
い
う
二
つ
の
あ
り
方
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
（
13
）
。

「
事
」
と
は
、
法
華
経
を
信
じ
る
こ
と
で
、「
末
法
」
の
災
難

か
ら
国
家
と
人
民
を
救
済
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
理
」
か
ら
「
事
」

へ
と
移
行
す
る
時
は
、
日
蓮
に
よ
れ
ば
「
五
知
（
宗
教
の
五
綱
）」

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
「
方
便
」
の
思
想
が
反
映

し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

一
、
教
。
全
て
の
仏
教
思
想
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
り
、
最
も

重
要
な
の
は
、
小
乗
に
よ
っ
て
は
救
済
が
不
可
能
で
あ
る

と
理
解
す
る
こ
と
で
あ
る
。
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二
、
機
。「
仏
教
を
弘
む
る
人
」
は
弟
子
た
ち
の
理
解
力
を
知
り
、

そ
れ
に
も
と
づ
い
て
法
を
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
（
こ
れ
は
、

人
に
関
す
る
「
方
便
」
で
あ
る
）。

三
、
時
。
人
間
世
界
が
位
置
す
る
「
時
代
」
に
つ
い
て
の
知
識

（
時
代
に
関
す
る
「
方
便
」）。

四
、
国
。「
仏
教
を
弘
む
る
人
」
は
、
法
を
弘
め
よ
う
と
す
る
国

の
特
徴
を
知
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
（
摂
授
か
折

伏
か
）
適
切
な
方
法
を
選
ん
で
仏
教
信
仰
へ
と
導
く
べ
き
で

あ
る
（
国
に
つ
い
て
の
「
方
便
」）。

五
、
序
（
教
法
流
布
の
先
後
）。
当
該
の
地
域
に
ど
の
よ
う
な
仏
教

の
教
え
が
既
に
広
ま
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
思
想

が
浸
透
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
の
知
識
（
思
想
に
つ
い
て

の
「
方
便
」）。

こ
の
五
綱
を
知
る
人
は
「
日
本
国
の
国
師
」
と
な
る
と
日
蓮
は

言
う
（
14
）
。

日
蓮
は
自
ら
が
日
本
の
救
世
主
で
あ
り
、
最
高
の
智
慧
を
持

つ
者
で
あ
り
、
法
華
経
に
示
さ
れ
た
釈
尊
の
教
え
の
精
髄
を
体

得
し
た
唯
一
の
人
間
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。
彼
の
考
え
で
は
、

彼
は
普
遍
的
な
調
和
の
達
成
と
い
う
計
画
を
実
現
す
べ
き
も
の

と
し
て
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
「
三
大

秘
法
」
に
帰
依
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
彼
は
主
張
す
る
。

第
一
の
「
秘
法
」
は
、
信
仰
の
対
象
で
あ
る
「
本
尊
」
で
あ

る
。
一
般
的
に
言
え
ば
、「
本
尊
」
と
は
神
聖
な
場
所
に
置
か
れ

た
仏
（
や
菩
薩
・
神
）
の
像
や
図
像
で
あ
り
、
信
仰
の
対
象
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
日
蓮
に
と
っ
て
の
本
尊
（
御
本
尊
）
と
は
、
聖

な
る
五
つ
の
文
字
（
妙
法
蓮
華
経
）
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

信
仰
の
主
要
対
象
と
し
て
の
御
本
尊
は
日
本
の
各
住
民
の
と
こ

ろ
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
個
々
の
御
本
尊
と
は
別

に
、
日
蓮
は
一
国
な
ら
び
に
全
世
界
の
信
仰
の
対
象
と
な
る

「
大
御
本
尊
」
を
顕
し
て
い
る
。

第
二
の
「
秘
法
」
は
、
本
尊
を
安
置
し
た
「
戒
壇
」
で
あ
る
。

伝
統
的
に
は
、
戒
壇
と
は
見
習
い
僧
（
沙
弥
）
が
律
を
受
け
て
正

式
な
僧
侶
（
比
丘
）
と
な
る
場
所
で
あ
る
。
日
蓮
に
よ
れ
ば
、
戒

壇
と
は
「
帰
命
の
場
所
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
単
に
見
習
い
僧
だ

け
で
な
く
、
在
家
者
に
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

日
本
の
住
民
全
て
に
と
っ
て
の
戒
壇
で
あ
り
、
全
て
の
も
の
を

統
一
す
る
場
所
な
の
で
あ
る
。

第
三
の
「
秘
法
」
と
は
、「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
題
目
で
あ



る
。
こ
の
言
葉
は
祈
り
の
言
葉
で
あ
る
。
題
目
に
よ
っ
て
、
人

は
自
身
の
中
に
仏
界
を
開
く
の
で
あ
る
。

日
蓮
の
宗
教
政
治
思
想
は
最
澄
の
思
想
に
似
た
地
点
か
ら
出

発
す
る
。
日
蓮
の
解
釈
に
も
と
づ
く
法
華
経
信
仰
は
国
家
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
御
本
尊
と
戒
壇
は
、

こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
社
会
に
注
入
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

政
府
は
、
宗
教
制
度
が
適
切
に
機
能
す
る
よ
う
補
助
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
い
う
祈
り
の
言
葉
は
、

日
本
の
住
民
に
と
っ
て
信
仰
の
「
道
具
」
で
あ
る
。

日
蓮
と
そ
の
宗
派
は
、
こ
の
宗
教
国
家
の
中
心
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
最
澄
の
「
菩
薩
僧
」
は
一
個
人
で
は
な
い
。

そ
れ
は
天
台
教
団
の
一
員
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
蓮
は
自
ら
が

「
日
本
の
柱
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。
日
蓮
に
率
い
ら
れ
た

宗
派
は
正
法
を
護
持
し
、
国
内
の
全
て
の
宗
教
的
（
お
よ
び
政
治

的
）
組
織
を
監
督
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
国
内
の
世

俗
的
権
威
は
精
神
的
権
威
に
従
属
す
る
。
そ
し
て
、
日
蓮
の
宗

派
は
国
家
の
最
高
の
主
権
者
と
な
る
の
で
あ
る
。

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
と
い
う
祈
り
の
効
果
は
、
国
家
の
後

援
で
建
設
さ
れ
機
能
す
る
御
本
尊
と
戒
壇
と
が
あ
る
場
合
に
の

み
、
完
全
に
達
成
さ
れ
る
。
自
身
の
中
に
「
仏
界
」
を
開
く
こ

と
が
で
き
る
と
分
か
れ
ば
、
そ
れ
は
全
て
の
国
に
法
華
経
信
仰

を
弘
め
る
動
機
を
与
え
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
弘
教
は
、
最
も

無
教
育
な
在
家
者
に
も
及
ぶ
の
で
あ
る
。
大
御
本
尊
と
そ
の
戒

壇
は
、
個
々
の
御
本
尊
と
各
地
の
戒
壇
を
ま
と
め
て
一
つ
に
結

び
つ
け
る
。
個
々
人
は
、
法
華
経
を
信
奉
し
、
み
な
で
御
本
尊

を
信
仰
し
、
寺
（
戒
壇
）
を
訪
れ
、
単
一
の
祈
り
の
言
葉
（
題
目
）

を
と
な
え
る
こ
と
で
、
統
一
的
な
シ
ス
テ
ム
の
中
に
包
摂
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

日
蓮
に
よ
れ
ば
、
こ
の
宗
教
国
家
の
規
範
に
合
致
し
た
国
家

が
「
立
正
安
国
」
で
あ
る
（
15
）
。
こ
の
よ
う
な
定
義
は
同
時
に
「
静

謐
」
で
「
守
護
」
さ
れ
た
自
然
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
社
会
と
自
然
と
の
調
和
は
、
宗
教
国
家
が
機
能
す
る
た
め
に

必
要
な
条
件
で
あ
り
、
そ
の
結
果
で
も
あ
る
。

日
蓮
は
信
の
働
き
を
は
っ
き
り
と
強
調
す
る
。
多
く
の
宗
教

に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の

―
祈
り
の
言
葉
（
題
目
）
と
聖
な
る

図
像
（
御
本
尊
）

―
は
彼
の
教
義
の
基
本
的
な
構
成
要
素
と
な

っ
た
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
日
蓮
の
宗
派
が
関
心
を
持
っ

た
の
は
、
涅
槃
を
得
る
た
め
の
唯
一
の
道
と
し
て
信
を
強
調
す
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る
よ
う
な
方
向
性
の
仏
教
で
あ
っ
た
。

信
の
価
値
を
強
調
す
る
こ
と
で
、
日
蓮
の
教
義
は
浄
土
教
に

近
接
す
る
。
も
ち
ろ
ん
日
蓮
自
身
は
類
似
性
を
決
し
て
認
め
な

い
で
あ
ろ
う
が
。
一
方
、
日
蓮
教
団
に
お
け
る
御
本
尊
は
機
能

の
上
か
ら
言
う
と
真
言
宗
の
曼
陀
羅
と
同
じ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
観
心
本
尊
抄
』
の
中
で
日
蓮
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

「
其
の
上
仏
教
已
前
は
漢
土
の
道
士
・
月
支
の
外
道
・
儒
教
・

四
韋
陀
等
を
以
て
縁
と
為
し
て
正
見
に
入
る
者
之
れ
有
り
、

（
中
略
）
例
せ
ば
独
覚
の
飛
花
落
葉
の
如
し
教
外
の
得
道
是
な

り
」

（
16
）

こ
の
一
節
で
、
日
蓮
は
他
の
教
え
に
お
け
る
真
理
の
存
在
を

語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
一
文
は
ま
る
で
禅
の
祖
師
の

よ
う
で
あ
る
。

天
台
宗
と
比
較
し
た
場
合
、
日
蓮
の
思
想
変
化
の
全
般
的
方

向
性
は
、
日
蓮
の
教
え
を
全
国
規
模
の
も
の
に
、
す
な
わ
ち
大

衆
宗
教
に
転
換
し
よ
う
と
す
る
課
題
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。

最
澄
と
彼
の
後
継
者
た
ち
は
、
貴
族
で
あ
る
「
俗
別
当
」
の
後

見
を
受
け
る
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
日
蓮
は
は
る
か
に
広
大
な
同

時
代
の
日
本
社
会
の
在
家
者
を
頼
り
と
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら

の
学
識
は
と
て
も
低
く
、
平
安
貴
族
の
学
識
と
は
全
く
比
較
に

な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、「
信
」
を
前
面
に
立
て
る
こ
と
は
、

仏
教
思
想
家
と
し
て
日
蓮
が
立
つ
上
で
の
自
然
の
結
果
で
あ
っ

た
。つ

ま
り
、
仏
教
思
想
家
・
宗
祖
と
し
て
の
日
蓮
の
活
動
の
パ

ト
ス
（
情
念
）
は
、
普
遍
的
救
済
の
教
義
を
創
造
す
る
こ
と
に
あ

る
。「
三
大
秘
法
」
は
個
人
と
国
家
と
を
救
う
手
段
で
あ
る
。
し

か
し
、
日
蓮
に
と
っ
て
も
、
そ
の
後
継
者
た
ち
に
と
っ
て
も
、

歴
史
状
況
の
た
め
、
計
画
を
部
分
的
に
で
も
実
現
す
る
こ
と
は

不
可
能
だ
っ
た
。
し
か
し
、
歴
史
が
示
す
と
お
り
、
日
蓮
の
思

想
は
常
に
人
々
の
心
を
高
揚
さ
せ
て
き
た
し
、
現
在
も
そ
う
で

あ
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）『
長
阿
含
経
』
巻
二
十
二
（
大
正
一
・
一
四
九
下
〜
）
に
よ
る

と
、
人
々
の
争
い
を
裁
定
す
る
た
め
、
民
衆
の
願
い
に
よ
っ
て

初
め
て
王
（
民
主
）
が
立
て
ら
れ
た
と
言
う
。

（
２
）（
原
注
）

B
alk
rish
n
a
G
ov
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d
G
ok
h
ale.

T
h
e
E
arly

B
u
d
d
h
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V
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e
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JA
O
S
v
.89
1969

N
o.4

日蓮の宗教政治思想133

「東洋学術研究」第45巻第２号



p.731.

（
３
）
著
者
は
「
鎮
護
国
家
」
を
「
平
和
に
さ
れ
守
護
さ
れ
た
国

（pacified
and
defended

state

）」
と
解
し
て
い
る
が
、
こ
の

語
は
「（
経
典
な
ど
の
力
で
）
国
家
を
鎮
護
す
る
こ
と
」
と
解

す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
最
澄
が
「
守
護
国
家
」（
著
者
の
解

釈
で
は
「
守
護
さ
れ
た
国
（p

rotected
an
d
d
efen

d
ed

state
）」）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
は
「
八
条
式
」（『
山
家
学

生
式
』）
の
「
令
法
久
住
。
守
護
国
家
」「
住
持
仏
法
。
守
護
国

家
」
な
ど
の
表
現
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
「
国
家
を
守
護
せ
ん
」

と
読
み
下
す
の
が
普
通
で
あ
る
。
ま
た
、
律
令
に
お
い
て
「
国

家
」
と
は
天
皇
個
人
を
指
す
表
現
で
あ
る
こ
と
も
注
意
を
要
す

る
。

（
４
）『
宝
雨
経
』
巻
四
（
大
正
蔵
一
六
・
三
〇
一
下
）
に
よ
れ
ば
、

菩
薩
が
灌
頂
す
る
の
は
、「
一
切
法
王
位
（
仏
と
し
て
の
地
位
）」

を
受
け
た
時
で
あ
っ
て
、
一
般
の
王
に
対
し
て
灌
頂
を
す
る
わ

け
で
は
な
い
。

（
５
）「
六
条
式
」（『
山
家
学
生
式
』）
に
よ
れ
ば
、
天
台
宗
で
十
二
年

の
籠
山
修
行
を
終
え
た
者
の
う
ち
弁
舌
・
実
践
と
も
に
す
ぐ
れ

た
者
の
こ
と
。
弁
舌
の
み
の
者
は
「
国
師
」、
実
践
の
み
の
者

は
「
国
用
」
と
さ
れ
た
。
天
台
宗
僧
必
ず
し
も
「
国
宝
」
で
は

な
い
。

（
６
）
最
澄
は
、『
山
家
学
生
式
』『
顕
戒
論
』
な
ど
で
、
大
乗
の
僧
は

小
乗
の
律
を
受
け
る
必
要
は
な
く
、
大
乗
戒
（
梵
網
戒
）
の
み

で
僧
侶
の
資
格
を
得
る
と
主
張
し
、
こ
の
よ
う
な
大
乗
の
僧
を

「
菩
薩
僧
」
と
呼
ん
で
い
る
。

（
７
）「
八
条
式
」（『
山
家
学
生
式
』）
で
は
「
凡
そ
こ
の
天
台
宗
の
院

に
は
、
俗
別
当
両
人
を
差
（
つ
か
わ
）
し
、
番
を
結
ん
で
検
校

を
加
へ
し
め
、
兼
ね
て
盗
賊
・
酒
・
女
等
を
禁
ぜ
し
め
、
仏
法

を
住
持
し
、
国
家
を
守
護
せ
ん
」
と
あ
る
。

（
８
）
教
会
は
一
つ
で
あ
り
普
遍
で
あ
る
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
の
思
想
。

（
９
）
大
石
寺
四
世
・
日
道
の
『
三
師
御
伝
土
代
』
に
「
貞
応
元
年
二

月
十
六
日
誕
生
な
り
」（『
富
士
宗
学
要
集
』
第
五
巻
一
頁
）
と

あ
り
、
信
憑
性
の
高
い
伝
承
で
あ
る
。

（
10
）
日
蓮
の
父
を
「
権
守
（
権
頭
）」
と
す
る
の
は
、『
法
華
本
門
宗

要
鈔
』（『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
二
一
五
八
頁
）
に
も
と

づ
く
。
本
書
は
日
蓮
真
撰
で
は
な
い
が
、
日
蓮
宗
初
期
の
伝
承

を
伝
え
て
い
る
も
の
と
さ
れ
る
。

（
11
）『
佐
渡
御
勘
気
抄
』（『
日
蓮
大
聖
人
御
書
全
集
（
以
下
、
御
書
）』

八
九
一
頁
）。

（
12
）
い
わ
ゆ
る
カ
ー
ス
ト
制
度
は
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
（
婆
羅
門
。
祭

祀
者
）
・
ク
シ
ャ
ト
リ
ヤ
（
王
族
）
・
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
（
商

人
）
・
シ
ュ
ー
ド
ラ
（
奴
隷
）
の
四
階
級
で
構
成
さ
れ
る
。

『
マ
ヌ
法
典
』
一
○
・
一
二
及
び
一
○
・
一
六
に
よ
れ
ば
、
シ

ュ
ー
ド
ラ
の
男
と
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
の
女
の
間
に
生
ま
れ
る
の
が

チ
ャ
ン
ダ
ー
ラ
で
あ
り
、「
人
間
の
中
で
最
低
」
と
さ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
日
蓮
が
こ
の
よ
う
な
イ
ン
ド
社
会
の
規
定
を
知
っ

て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。『
法
華
経
』「
法
師
品
」
に
は
「
又
た

旃
陀
羅
、
及
び
猪
羊
鶏
狗
を
畜
い
、
畋
猟
し
漁
捕
す
る
諸
の
悪

律
儀
に
親
近
せ
ざ
れ
」（
創
価
学
会
教
学
部
編
『
妙
法
蓮
華
経

並
開
結
』
四
二
四
頁
）
と
あ
り
、
湛
然
『
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
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決
』
に
は
「
旃
陀
羅
、
此
こ
に
は
殺
者
と
翻
ず
」（
大
正
蔵
四

六
・
四
三
○
中
二
九
）
と
あ
る
。
日
蓮
や
中
世
の
日
本
人
に
と

っ
て
、「
旃
陀
羅
」
と
は
漠
然
と
狩
猟
や
漁
労
に
携
わ
る
下
層

民
と
い
っ
た
認
識
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
13
）「
一
念
三
千
の
観
法
に
二
つ
あ
り
一
に
は
理
・
二
に
は
事
な
り

天
台
・
伝
教
等
の
御
時
に
は
理
な
り
今
は
事
な
り
」（
御
書
九

九
八
頁
）。

（
14
）「
已
上
の
此
の
五
義
を
知
つ
て
仏
法
を
弘
め
ば
日
本
国
の
国
師

と
成
る
可
き
か
」（『
教
機
時
国
抄
』、
御
書
四
四
○
頁
）。

（
15
）
原
文state

w
hich

validity
and
calm

ness
are
established.

筆
者
は
「
立
正
安
国
」
を
「
正
し
さ
と
安
ら
ぎ
が
立
て
ら
れ
た

国
」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
16
）『
観
心
本
尊
抄
』（
御
書
二
四
二
頁
）。

（
Ｓ
・
Ｈ
・
シ
ョ
マ
ク
マ
ド
フ
／
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

東
洋
学
研
究
所
研
究
員
）

（
訳
・
ま
え
が
わ
　
け
ん
い
ち
／
東
洋
哲
学
研
究
所
研
究
員
）
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